


1

データカタログサイトとは

データカタログ
サイト利用者

Ａ省 ホームページ

本体データ

各データに関する説明情報（メタデータ）
とURLを保有

Ｂ庁 ホームページ

本体データ

検索等

データ
取得

・・・

複数の機関が保有・公開するデータの案内や横断的検索の機能を
備えたポータルサイト。

○ 政府のオープンデータの取組の一つの柱として、「日本再興戦略」
や「世界最先端ＩＴ国家創造宣言」において、平成25年度中の
試行版立ち上げることを明記。



データカタログサイト「DATA.GO.JP」（試行版）
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平成25年12月20日に公開

① 「データ」
掲載データ検索のページ

② 「オープンデータの取組」
オープンデータ関連の取組のリンク集

③ 「コミュニケーション」
意見・要望の受付、回答の公表等

サイトアドレス http://www.data.go.jp
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データカタログサイトの利点

1. 掲載データにはメタデータが付加されており、関連する
データを一覧することが可能
（メタデータとは、データについての説明情報。データカタログサイト試行版では、タイトル、
作成府省名、公開日、データ形式、ファイルサイズ、検索用キーワード等を付加。）

2. 利用規約を整備し、掲載データは、一定の条件の下、
編集・加工等、自由に利用が可能
(国以外の者が権利を有するデータを除く。条件は、基本的には出典表示。）

3. 意見受付コーナーから、掲載データ等に関する意見・
要望を各府省に伝えることが可能
(意見・要望は回答と合わせてサイトで公開)
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データカタログサイトの今後の展開について
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• 掲載データの活用の促進
 掲載データを活用して開発したアプリ等を
データカタログサイトで紹介

 総務省などでは、掲載データも素材とした
アプリ開発コンテストを開催

• 機能や掲載データの充実の検討
 本格版への移行に向け、充実・改善すべき機能等を
検討中

 掲載データについて、掲載データの更新のほか、
利用者の意見・ニーズを受けた充実を図る

平成26年中に
本格版の運用を開始予定

利用者
アプリ開発者等

各府省

データカタログサイト

活用

充実
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